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子会社の解散に関するお知らせ 

 当社は、平成 30年 1月 25 日開催の取締役会において、当社の非連結子会社である Realcom U.S.,Inc.を解

散することを決議いたしましたので、下記のとおりお知らせいたします。 

記 

１．解散の理由 

当社は、米国でソフトウェアの販売と開発を行うため、Realcom U.S.,Inc.を設立したものの、経営不

振により同社の事業を譲渡したうえで、平成 23年６月に閉鎖し清算に向けて手続きを行ってまいりした。

このたび、平成 29年 10 月に同社のインド子会社である Realcom Technology India Private Limited の

清算が結了しましたので、Realcom U.S.,Inc.についても、清算をするため解散することといたしました。 

２．解散する子会社の概要 

(1) 名称 Realcom U.S.,Inc. 

(2) 所在地 米国デラウェア州 

(3)代表者の役職・氏名 Director/President 伊藤公祐 

(4)事業内容 ソフトウェアの販売及び開発 

(5)資本金又は出資金 511,581千円 

(6)設立年月日 平成20年3月19日 

(7)大株主及び持株比率 Abalance株式会社 （100％） 

３．清算結了の予定 

現地法令に従い、必要な手続きが完了次第、清算結了となる予定であります。 

４．業績に与える影響及び今後の見通しについて 

Realcom U.S.,Inc.は清算に向けた手続中で、また、小規模であり、合計の総資産、売上高、当期純損

益及び利益剰余金等は、いずれも連結財務諸表に重要な影響を及ぼさないため、非連結子会社として連結

の範囲から除かれていました。また、持分法の対象から除いても連結財務諸表に及ぼす影響が軽微であり、
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かつ、全体としても重要性がないため持分法の適用範囲から除外されていました。さらに、当社が保有し

ている Realcom U.S.,Inc.株式に対しては、前事業年度までに、全額を子会社株式評価損計上しており、

また同じく、当社が有している Realcom U.S.,Inc.への関係会社長期貸付金及び関係会社長期未収入金に

対しても、前事業年度までに、全額を貸倒引当金計上しております。従って、この解散決議が、当社の平

成 30年 6月期の連結及び個別の業績に与える影響は軽微であります。 

ただし、上述しました子会社株式評価損及び貸倒引当金それぞれ 511,581 千円、374,819 千円について

は、これまで法人税等の申告書で自己否認しておりましたが、Realcom U.S.,Inc.が清算結了した時点で、

税務上も損金算入が許され、当社の連結及び個別の損益計算書にある法人税等の額を減少させる効果を有

するものと考えております。 

なお、今後については、Realcom U.S.,Inc.が清算結了した時点で速やかにお知らせいたします。 

以 上 


